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V.  May Miller
May Sullivan Miller（1899-1995）の父親は、ハワード大学教授Kelley Millerで、
そのため彼女は、ワシントンD.C.のハワード大学周辺で育った。幼いころから、父
親の関係で Paul Laurence Dunbar 1）、Georgia Douglass Johnson 2）、W. E. B. 
DuBois 3）、William Stanley Braithwaite 4）を知り、その知的な環境から、大きな影
響を受けた。
Dunber High Schoolを卒業後、Howard大学で、Mary Burrill 5）やAngelia 
Emily Weld Grimke 6）の下で、ドラマと詩を勉強した。特にワシントンD.C.に住ん
でいた関係から、Georgia Douglass Johnsonの主催するSaturday Nightersや
Round Tableのメンバーとなり、そこでハーレム・ルネサンス期に活躍する Jean 
Toomer 7）、Langston Hughes 8）、Zora Neale Hurston 9）とも親交を結んでいる。
大学卒業時に、ミラーは、彼女の書いた劇“Within the Shadow”で大学内の演劇
部門の賞を受けている。その後さらにミラーは、アメリカン大学、コロンビア大学にて
詩とドラマを学び、ボルチモアにあるFrederic Douglass High Schoolで、英語とス
ピーチの担当教員となっている。だが若者の向学心に失望し、ドラマこそアフリカ系
アメリカ人の歴史教育に有効と考え、Carter G. Woodson10）、Willis Richardson11）
と共に演劇に力を入れている。彼女は一幕物を得意とし、1925年、“The Big”で『オ
ポチュニティー』誌の劇部門で三位、1926年、The Curs’d Thing、1929年から
1930年代前半において、さまざまな劇場で上演された「教育のある黒人と、プリミ
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ティブな黒人との葛藤」を描いたRiding the Goat（1929）を書いている。同年、旧
約聖書をベースに、モーゼが黒人の女性と結婚するGraven Imagesを子供用に創作
している。1930年、リチャードソンと共にPlays and Pageant of Negro Lifeを編集、
1933年にリンチに反対するNails and Thorns、1935年に再びリチャードソンと共に
Negro History in Thirteen Playsを編集、出版している。
ルネサンス期以後、1943年に演劇関係から身を引き、詩・短編小説に集中している。
しかし彼女の専門が詩とドラマであったために、小説に関する掲載が少なく、1930
年に“Door Stop”1937年に“Bidin’ Place”、1945年に“One Blue Star”が『オポチ
ュニティー』誌に掲載されているだけである。
“Door-Stops”（1930）は、Green Willow Streetで起こる、本当に愛する男に身
を捧げられない女性の物語である。血の騒ぐお祭りの日にIrnaとJoeは、バーで酒を
飲んでいる。
“Love me, ?” asked thickly.
“How do I know?” the youth grumbled.
“You don’ know? How come you don’ know I knows I loves you.”
“I ain’t saying nothing ‘bout you; Ise talking ‘bout mahself an’ I ain’t got 
no ways of tellin’ yet.” 12）
二週間の間、アーナとジョーは、酒を飲み話し合うが、それ以上の状況の進展がない。
一方的に、アーナはジョーを心より愛しているが、彼女もそれ以上の行動が取れな
いでいる。二人は彼女のアパートまで一緒に行くが、アーナは躊躇し、ジョーは彼女
のもとを去ってゆく。
ジョーが去った後、彼女は泣きながら、神様にジョーが自分のもとに戻ってくるこ
とをひたすら祈る。彼女は七年前のことをおもいだす。母親の相手Steveが酒を飲む
と荒れ、母親を打ち、次の日、母親は、病人のような姿で仕事に出て行った。ある
時から母親は出勤を一時間遅らせた。スティーブの出勤を確かめた後、出かけるよう
になった。アーナはいつも一人でいることを寂しく思っていた。ある時スティーブは
昼過ぎに帰ってきて、アーナを強姦しようとしたが、その時母親が帰宅し、スティー
ブを殴り倒し「本気じゃ無かったの、スティーブ、だがあなたは、あの子に手を出す
べきで無かったの、スティーブ！」13）と叫びながら、スティーブを殺してしまう。母
は裁判所で判決を聞いた途端に倒れて死ぬ。アーナは庶子として叔母の家で育てら
れ、叔母の恋人の下で育てられ、いつもあの時の光景が蘇る。
ジョーはベッシーと楽しんでいる。アーナはいつかジョーが自分のもとに帰ってく
ることを待っている。たまたま街で出会ったChubleyと酒を飲む。ジョーが「女にな
るんだ」と言った言葉を思い出しながら、戸口で「早く来いよ」という、その男の声
を聞いている。
過去のトラウマを引きずり、本当に男を愛しながらも、最後の一線を越えることが
出来ない女の性が、見事に描かれている。タイトルの“Door-Stops”こそ、彼女の置
かれている状況の象徴となっている。
“Bindin’ Place”（1937）において、主人公の私は、秋の夜Bladen Countyという
耳にしたことも無い場所で、車が故障し困惑していた。鉄道の終点から、かなり離れ、
誰も住んでいないように思える処である。若者は去り、南北戦争の朽ち果てた大邸
宅の近くに、年老いた黒人が住んでいて、すべてが満足げで、忘我の中で、死を待
っているかのようであった。この近くはCypress Creekとも呼ばれ、戦争後死に果て
たような観がある。
私は夜遅く、数マイル戻ると恐ろしく陰気な道に通じる道路を独り歩いていた。月
明かりが気味悪く道路を照らし、月明かりはコケがクモの巣のように垂れ下がり、糸
杉を亡霊のように映し出していた。重い足を引きずり私は家の明かりを探し求めた。
木切れが後ろや横で音をたて、風が予期せぬ動きを作り出した。やっとの思いでラ
ンプの垂れ下がっている家を見つけ、一夜の宿を斯うたが、「誰も泊める場所がない」
と大柄な黒人は答えた。「何か手助けできるかねえ」との言葉に助けられ、理由を打
ち明け「Ma Grandyの家が近くにあり、ランプを戸口に掲げている」と教えられた。
やっとのことでその家を見つけ出し、私はノックした。五ドル札を「開けゴマ！」
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の代わりに使うと、年老い灰色をしたMa Grandyが、戸を開けてくれた。中に入る
と、湿気の浸みこんだ服で、体が冷えていた私は、家の中の温かさと暖かい光に救
われたという感じがした。埃で汚くなっていたが、彼女は「おらあ、五ドルが要るだ。
おめえさんは、泊まる場所が必要だべ。おらあ、おめえさんを、少しも信用してねえ
だが、信用する理由もねえだが、だが、おめえさんは泊まれるだ。」 13）と言い、部屋
の隅にゆき、ボトルを持ってきて、寒さで震えている私に、不親切な命令口調でこれ
を飲め、ここでは皆病気にかかるが、これを飲むと寒さが止まると言ってボトルを手
渡した。私が飲むのを見届け、部屋から出てゆきながら、「ベットはベットだべえ。」
と息を殺したように呟いた。早朝に起こすことを受けあってくれ、湿気の多い冷たい
部屋に案内してくれた。あの黒人が教えてくれた息子のMoseが居ないのが不可解
だが、ベットがあったことは有難かった。月明かりの下、何時間ほど眠れるかを確認
後、疲れている体をベッドに入れた。一人の男が既に壁の方を向いて、大きな体を
横たえていた。彼が鼾をかいていないのは、幸せだった。
翌朝、彼女が起こしてくれ、私は自動車の修理屋に急いだ。この陰気な沼に出る
霧を、この辺の人は“Death Chills”と呼んでいる。修理人が宿泊した場所を尋ねた
ので、私はMa Grandyの家だと答えた。修理人は「そうかね、大変なことで、そう
でがしょ？」と言ったので、意味がわからないので修理人に問い返した。すると昨日
の夕方に、一人息子モーゼが死んだという。私は戸惑いながら、“Has she another 
son?”と尋ねると、「居ない」と答える。「息子は昨日の日没時に死に、まだ埋葬はし
ていない。埋葬のために五ドル必要だ、どうやって手に入れるかが不思議だ」という。
私は昨夜の光景を思い出しながら修理屋に言った。
“Yes, she got the five dollars,” I said slowly.
“I know she did.”
The men went back to their work. I turned and studied the swamp. 
Cypress trees look so different in the daylight.” 14）
夜の糸杉と日中の糸杉の変化、死人と一夜を共にした恐怖と貧しい黒人に何かす
ることができたという、複雑な展開になっているが、民話的人物のMa Grandy、南
部のCypress Creekの不気味さと霧、それがただ単なる恐怖物語で終わっていない
ところが、興味深い。
VI. Maude Irwin Owens
Maude Irwin Owens（1899-1992）は、詩人、短編小説家、作家として活躍した。
彼女はコネティカットで生まれ、マサチュセッツとペンシルバニアで育った。最初彼
女は画家、イラストレーターを目指し、フィラデルフィア・グラフィック・クラブで
勉強し、そのために時々セラピストのアシスタントや音楽の個人的インストラクター
として働いている。彼女の短編“Bathesda of Sinners Run”は、『クライシス』誌に
掲載されCharles Wadell Chesnutt Honorsを獲得している。その後、戯曲も書いた
が上演されていない。そのほか『メッセンジャー』誌に、詩が掲載されている。
“Bathesda Of Sinners Run”（1928）は、Thornton家に関わる物語である。ソー
ントン家は、七代の家系を誇っている。初代はRichard Thorntonと言い、父方の素
性は不明であるが、母方は男爵家であったが、ギャンブルと不正な決闘のため、オ
ルグソープの率いる一団に加わり、アメリカにやって来た。初代は家事を任せるため
に、黒人奴隷を買ったが、その女性が美しく高貴な血筋であったのでJezebelと名づ
け、その時からソーントン家には、白人と黒人のソーントン家が誕生する。
ソーントン家とイザベルの血を引くAnneは、白人とインディアンの混血Enock 
Creekと結婚したが、イーノックは人付き合いが悪く、キリスト教を拒否し、当時の
社会制度、生き方と一線を画していた。ソーントン家の農夫として働き、お金を残す
とともに、アンにインディアンの医学に関わる根菜やハーブを教えた。お金を貯めた
二人は、Sinners Runの村を見渡せる場所に小さな家を建て、子供のBathesdaを授
かった。ソーントン氏の意見で、バセスダは奴隷の子供であったが、ソーントン家の
一員として認められた。不幸にもイーノックは錆びた釘を踏みつけ、敗血症で死ん
でしまう。
バセスダは学校に通い、正式の英語の読み書きも習得し、成長するにしたがって
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美しい女性となった。バセスダの母親と同様縫物が上手で、毛布や敷物に羽毛によ
る刺繍に秀で、インディアンのデザイン等を用いて、南北戦争以前の素晴しい手工
芸品を作り出した。キリスト教信仰に関しては父イーノック同様冷めた目で見ていた。
アンは、彼女が気にかかり次のように諭す。
Child—you don’t understand. It is as real with them as life itself!  It is 
given to each to work out his own destiny in the Lord, in his own way. It is 
the feelin’ that they are weak and sinful that overpowers them so—in their 
strivin’ to follow the Good Book. 15）
アンは六〇歳で、この世を去る。彼女はキリストへの信仰心もあり、シナーズ・ラ
ンの人々と快く交際していたので、これまでにないほどの参会者で、ソーントン家も
参列した。アンは、死を前にして、ハゼスダに次のように約束させる。
“Promise me, my daughter, that you will seek Jesus!” gasped Anne in her 
last consciousness. “Go to the church—seek Him until you find Him ... 
and He will give you your birthright like he has given it to all the rest of 
us. Promise your poor old Mammy, Bathesda ... baby!” 16）
バセスダは、ソーントン氏に宗教と病気を治す力を探し求めることを約束する。その
後彼女は治療のため野菜、根菜、薬草を家の周りに植えつける。シナーズ・ランの黒
人たちは、彼女を羨ましく思うと同時に、嫌悪していた。ある日Becky Johnsonの子
供がジフィテリアに罹っているのを助けたことからベッキーと親しくなるが、ベッキー
の祖母Granny Louは、白人でもなく、黒人でもない彼女を憎悪して次のように叫ぶ。
“Think you better dan ussens, doesn’t you? Humph! Old half white niggers 
make me sick ... cain’t be white an’ cain’t be black!”
“Naw!  We niggers don’t want you and de white folks won’t hab you!”
“Lawdy, Lawdy, Lawd today !  Yeowh!” 17）
ルー婆やは、この町に新しく来た人が病気だと、でっち上げ数人の女を利用しバ
セスダを連れ出す。途中一人が、ワゴンから飛び降り、ハゼスダを掴み、跪かせ、
それから棒、鞭、木の枝で彼女を打ちながら、丘の上まで追い立てた。女達は、彼
女に飛び掛かり、罵声を浴びせ、突き倒した。その様子を見ていた白人の樵二人が、
バセスダを救出する。幸運にも彼女には怪我はなかった。彼女は救出してくれた男
性の一人が、包帯を巻いているのが気になり、傷の状況を見せてくれるよう依頼する。
手は腫れ上がっている。彼女がインディアンの治療を施すと、見る見るうちに腫れは
引き、彼を助けることとなる。その時彼女は次のように決意する。
“Up Calvary’s rugged brow did I go, this day with Thee, dear Load ... To 
the very foot of Cross ... and I saw the bloody nails in Thy precious feet ... 
the cruel thorns ... and the bitter cup was spared me ... me, a worthless 
worm...but Thou didst drink it to the dregs!”
And she went home with a new power—with understanding, tolerance 
and forgiveness; to be one of her people; to take care of Becky with her 
Li’l Jim and Big Jim; and the fragrant drops of rain pelted her gentle 
benediction. 18）
インディアン、黒人、白人という複雑な血をひき、白人にも、黒人にもなれないバ
セスダの苦悩が、農園的雰囲気の中で、民話のように描かれている。名家の白人の
血を引き、インディアンの治療法を会得しているために、黒人からは憎悪の対象とな
り、さらにはコンジュアー・ウーマンともみなされ、その村では孤立している。面白
いテーマにもかかわらず、前半のテンションが最後の急展開の解決により、作品の価
値が、弱められているのは残念である。
VII. Florida Ruffin Ridley
Ridley（1861-1943）は、女性の権利、女性の参政権の活動家 Josephine St. Pierre 
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Ruffin（1824-1924）の娘としてボストンで生まれ育った。Boston Teacher’s College
を卒業後、1880-1888年まで、ボストンのGrant Schoolで教鞭をとり、Ulysses A. 
Ridleyと結婚した。母親と同じ道を歩み、黒人女性の地位向上のために黒人女性ク
ラブを設立した。1890年には、ボストン黒人民話協会の設立委員となり、1894年か
ら1910年まで、母親の作っていたWoman’s Eraを編集し、出版を助ける。1916年
にボストン大学のSecretarial War Courseに入学し、資格を取り、1917年から19年
の間、Soldier’s Comfort Unitの秘書として働いた。後に彼女はNational Federation 
of Afro-American Womenの国内組織づくりの通信秘書に任命されている。1924年
に、民主党の大統領選に加わり、アリス・ダンバー・ネルソンと共に J. W. Davisを
支持、KKKと戦うために遊説した。1931年から40年まで、ボストン20世紀女性シ
ティー・クラブやLeague of Women for Community Serviceの会長を努めている。
彼女は、教育者、エッセイイスト、歴史ジャーナリスト、短編小説、ソーシャルワー
カー等と多忙の中で、ペンを振っている。
“He Must Think it Out”（1928）─白人弁護士Henry Fittsは、二人の娘と幸
福な生活をしているが、経済的にあまり恵まれていない。彼が働く同じビルにいる黒
人弁護士Grayは、堂々として活動的で、羨ましくもあり、時々憎悪する心も芽生える。
ある日グレイ氏から分厚い封書を受取り、同じビルに居ながらと、気がかりで、帰宅
を遅らせながらも、開封する。
手紙によると、「最近、ハイウエイが開通し、工場地帯になる予定地と、それに最
近油田が発見された隣接するArdley Woodlotsの土地は、Stephen GriggsとEben 
Griggsに係る土地である。グレイ氏の苦労の調査の結果、スティーヴンは、結婚せ
ずこの世を去るが、両方の土地はスティーヴンに所有権がある。エベンには二人の
娘がいた。調査によるとフィッツ氏は、スティーヴン・グリックスの血を引く法的相
続人の一人であり、共同相続人の曽祖父の甥は、私エフレイム・グレイである。エベ
ン・グリッグスは、添付書類からも、黒人とインディアンの血を引くことは明白である。」
との内容である。
彼は一度は、大金持ちになったことを喜ぶが、エベンが黒人の血を引くことを知り
愕然とする。これまで彼は黒人差別の実態を見聞しているので、自分に黒人の血が
流れていることに、恐怖と憎悪を抱き「死んだ方がましだ！」と、深刻に考える。
Yes, he had the same face, a face which was even a little whiter than it was 
before he had received the staggering new that he was no longer a white 
man. If this thing proved to be true, what was he, and where did he 
belong? Where would he looked for friends?  He gave himself a prolonged 
stare.  He was the same man identically, the same man that he was at this 
time yesterday, and yet he must be damned by what—for what ... 19）
だがフィッツ氏は、自分に都合のよいことだけを考え、グレイ氏と取引しようとさ
え考える。
Gray was leaving America.  He would get Gray’s promise of secrecy.  He 
would not appear as a claimant of the fortune.  He would pay that price for 
secrecy.  Gray could be trusted!  And Fitts laughed again.  He threw up 
the window and drew deep breaths of the cool night air.  The world was 
all right again—everything was all right—all right!  What a fool he had 
been to give way!  To let himself get worked up to such a frenzy!  It was a 
good thing no one had seen or heard him. 20）
グレイ氏をアメリカから遠ざけ、自分の目の届くところに来なくさせる。「彼はそれ
ほど信頼できるのか？」  だがそうすると、「金はどうなるのか、自分は永久に貧乏に
なるのか？ グレイ氏が死んで居なくなってしまえば。」とも考える。次女のベラに相
談しようと考える。だがどうやって、何を相談するのか。彼は益々苦悩の底に沈ん
でゆく。
No, he could not tell Bella.  Even that comfort was denied him.  Fate was 
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giving the last twist to the implements of torture!
Well, what was it he was trying to decide?
He must concentrate!
He must think it out before he saw Bella.
He must think it out.
He must think it out alone.
The bell of the telephone shrilled again and again, unheard in the 
darkened room.
Henry Fitts was thinking it out—and alone! 21）
突然自分が金持ちになる、と同時に自分には黒人の血が流れていることを知らされ
る。これまでは白人、だがこれからは黒人。主人公のフィッツは自分の身元が明かさ
れることを恐怖する。当時の社会的状況を考えると、フィッツ氏は誰にも相談できず、
ひとり苦悩の底に沈んでゆく。「泥沼」という点では、ネラ・ラーセンの女性主人公ヘ
ルガのようでもあり、自分が黒人であるという事実の前では、『元黒人の自伝』22）の主
人公が黒人へのリンチを見て、恐怖する心境に似ていよう。その心理的状況をリド
リーは見事に描いている。
VIII. Mercedes GilbertとAnita Scott Coleman
Gilbert（1889-1952）は、フロリダのジャクソンビルに生れ、父は家具商、母はド
レスメーカーをしていた。両親が多忙のため、いつも一人ぼっちで、六歳の頃から、
詩を朗読し、書いたと言われている。彼女はジャクソンビルのEdward Waters大学
を卒業後、少しの間、南フロリダで教師をし、その後The Brewster Hospital Nurse 
Trainingで教育を受けた。1916年シカゴからニューヨークに、看護士になるために
やってきたが、南部の学校はレベルが低いという評価を受け、更に三年間、Lincoln 
Hospitalで勉強した。この頃から歌の作詞を始め、1922年Arthur J. Stevensonと結
婚し、ヴォードビルや映画の世界に入っている。
1924年オスカ ・ーミッショー23）監督のBody and Soulに出演、1930年から5年間
Green Pasturesに、1935年から6年にかけてラングストン・ヒューズのMulattoで、
Cora Lewisを演じている。1927年A. E. ThomasのLostでは、ポルトガル女性を演
じ、1937年には、How Com Load、1940年代には、彼女の作品の一人芝居を演じ
ている。
小説家として、Aunt Sara’s Wooden God（1939）を書いているが、彼女は、ゾラ
・ニール・ハーストンのJonah’s Gourd VineやHendersonのOllie Miss 24）のような
牧歌的恋愛小説が好きであったようである。彼女は、1931年に、Selected Gems of 
Poetry, Comedy, and DramaをボストンのChristopher Publishing House から出版
している。1952年彼女がこの世を去った時、ニューヨークのジャマイカに住み、夫
の世話になっていたようである。
“Why Adam Ate the Apple”（1931）─アダムとイヴの聖書物語の現代ニュー
ヨーク版である。イヴはコーラスガールで、劇場の一列目で見ていたアダムと知り合
う。アダムが酒に酔い、気がつくとアダムとイヴの結婚証明書がある。アダムは庭師
だが、怠け者で仕事をしない。いつもリンゴの木の下に寝転んでいる。イヴは映画、
トーキィーでいつも外出し、帰ってくるといつでもアダムと喧嘩をしている。庭には
リンゴの木が沢山あり、大きな赤いリンゴには雌の虫がついている。
イヴはアダムがリンゴを食べたら離婚と慰謝料を要求するという。ある日、イヴは
デパートのバーゲンセールでパジャマを買うために出かけ、帰宅が遅くなる。食事の
用意もなくアダムは怒っている。アダムはわめき始め、息子のカインも怒り、イヴは
できる限り辛抱していたが、ついに麺棒を掴み、アダムに恐ろしいほどの声で、「出
て行って林檎を食べろ」と怒鳴る。結局アダムはリンゴを貪る様に喰う。
Adam was so excited he runned right out and grab’d one, an’ started eatin’ 
it, right off dat tree, dat he had been told lay off.  But what else was the 
poor fellow to do? 25）
ギルバードが主演したGreen Pasturesの影響か、あるいは彼女が愛読したハース
－ 12－ － 13－
トンのJonah’s Gourd Vineのためか、ハーストン流の聖書物語をショート・ショー
ト・ストーリーに仕上げ、アダムとイヴの現代版パロディーになっている。
Anita Scott Coleman
ハーレム・ルネサンス期のColeman（1890-1960）に関する、資料は少ない。彼女
は、1948年にReason for Singing、1961年にThe Singing Bellsという二冊の詩集
を出版している。彼女は奴隷の夫人とキューバ人の間に生まれ、普通の教育を受け、
少しの間教職に就いたが、結婚し、子供のために賄い付きのホームを経営した。四
人の子供を育てながら、書き続け、特に彼女の関心事は幅広く、人種問題、女性問題、
恋愛と多岐にわたっている。特にルネサンス期には、詩をたくさん書くと共に短編小
説にも筆を染めた。
“Cross Crossings Cautiously”（1930）─ Sam Timonsは、自分の妻Lettieと
息子Sammyを愛し、心を大切にしている。彼の考えでは、善行は必ず報われる。溶
接工であるが、目下のところ仕事がなく、仕事を求めて歩き回っている。彼は瀬戸際
にあり、手にしている財産は、1ドルである。
彼は長い道のりを歩き、やっと鉄道の軌道までやってきた。渡ろうとした時、“Cross 
Crossings Cautiously”と書いた掲示板が目に付いた。次にサーカスの看板を見た時
に、家族を連れて行ってやりたいという願望が込み上げてくる。
その時、白人の少女が「ねえ…ミスター、私が怖い」と声をかけてきた。彼が無視
して立ち去ろうとすると、その少女は「サーカスを見に連れて行って。」とせがむ。小
さな手には五セントを握りしめている。
Maximus McMarr夫人は、クラブ活動で忙しく、週14のクラブを掛け持ちし、
娘Claudiaの面倒を見る時間がない。夫も忙しく「子供の面倒は女」と考えている。
サムは自分が白人に神経質になりすぎていることを自嘲しながら、少女に引っ張られ
てサーカスに行く。その前方に“Cross Crossings Cautiously”と書いた掲示板が、
再び見える。サーカスの連中はサムとクローディアを大歓迎し、二人も楽しむ。
夫が帰宅すると、クローディアの姿は見当たらない。夫人は卒倒し、夫人の友人が、
マックマー氏を探し、連絡を取る。マックマー氏は畑の周辺を捜しまわる。その日の
午後は家族は皆親切だった。父親さえもクローディアに関心を払ってくれた。クロー
ディアは大きな肘掛椅子で疲れたために寝ていたが、突然秋の雨がドラムのような
音をたてて降り始めた。5歳のクローディアは、その音で目を覚まし、思い出した。“The 
circus band!  The monkeys in their little red coat!  Her circus man!  Something 
had happened.  What’?... Where her circus man was?” 26）
大不況下の黒人の状況をリアルに描いている。サムは心やさしい親切さから、掲
示板の警告を破り、白人の境界線に侵入してしまった。5歳の少女が耳にするサーカ
スのドラムに似た雨の音と“Where her circus man was?”の言葉の中に、親切だっ
たサムが白人により、リンチされたという暗示が隠されている。サムとマックマー夫
人の交互の描写と、結末が巧みに結び付けられている。
“Eternal Quest”（1931）─Evan Given氏は妻を失い、そのすべての愛情を娘
に向けた。娘が美し盛りの18歳の時、死が再び訪れた。彼は死後の生命という信念、
信仰を持っていたので、その苦境を乗り越えることができた。彼は当時、著名な外
科医の一人であり、彼は全てを科学の研究にささげてきた。娘のために建設した宮
殿のような家に閉じこもり、あらゆる人と関係を断ち、信仰の研究に没頭する。
What is th is th ing fa ith ... Why does it suff ice for some ... Why 
insufficient for others ... Why believing as I do that God is the giver, and 
therefore has a Divine right to take when and as He wills, am I rebellious 
because he has bereft me of mine?  These were the questions Evan Given 
sought to solve. 27）
400号棟の患者No.60は奇病を罹っていた。たまたま担当医がアメリカに出張して
いたことからエヴァン・ギブンが担当することになった。治療法は何もなかった。体
は巨人のように大きく、ベッドからはみ出ていた。40歳も過ぎているのにその患者は
－ 14－ － 15－
「ママ」「ママ」と叫んでいる。暴れるために手足は縛られているが、それでもベット
を大きく揺り動かしながら叫び続ける。手の施しようもなく、医者は“Too late ... 
Nothing can be done!”proclaimed the greatman.“At least, he can be made 
comfortable. Send for his mother!” 28）と命じた。母親が到着した時は、No.60は最
悪の状況にあった。小柄な母親はベッドに近付き、巨大な子供を宥めた。医師はその
状況を観察した。母親は縛りつけた紐をほどくように求める。するとNo.60は最後に、
“‘De Lord’s done come.’he intoned majestically, and fell into his final sleep, 
peacefully as a babe.” 29）と言って、この世を去った。母親は祈りを捧げた後、仕事
があるからと言って、病院を後にした。ギブン医師は、これこそ自分が問い続けてい
る信仰だと確信し、傍の人が聞き取れるような声で、“I must find it.”と言った。
“The Eternal Quest”は、コールマンの多彩なものの見方の一面を表し、人間とし
て生きる永遠の課題を追及している。妻子を亡くしたギブン医師は、科学によってで
はなく、たまたま担当した400号棟の患者No.60の死により、本当の信仰とは何かを
突きつけられる。一方に科学と人間の傲慢さがあり、貧しく苦しい生活をしている母
親、病気で苦しむ、名もないNo.60から真の信仰を見つけ出すアイロニーが滲んで
いる。
IX. Marion Vera Cuthbert
Cuthbert（1896-1989）は、ミネソタのセイント・ポールに生れ、1920年ボストン
大学を卒業した。1920年から1926年まで、あまり知られていないBurrel Normal 
Schoolの校長となったが、1927年にTalladega Collegeの学長となっている。コロ
ンビア大学のKent Fellowshipを受け、1931年にB. A. 1941年に同大学から博士号
を授与されている。
カスバードの短編は一編しかないが、1930年代彼女は市民権、婦人の権利の活動
家として政治的挑戦的であったことがよく知られている。彼女は文学と政治の力をよ
く理解していた。YWCAのリーダーであった彼女は、人種関係の活動に従事すると
ともに、書き言葉を政治的力に変えるという信念を持っていた。
“Mob Madness”（1936）─ある夜、暴動が起きた。次の日Lizzieは、平然と
してコーヒーをかき混ぜている夫Jimを、恐怖の眼差しで見ている。夫は13歳の息
子ジェフに、昨夜の顛末ついて話すと、息子は父親を精神障害者がするような仕草
で賞賛している。夫はオーバーオールのポケットから、汚いハンカチに包んだ得体の
知れない黒いものを取りだす。妻のリジーは、恐ろしさのあまりイスに座り込むが、
二人は平然として食事を終え部屋から出てゆく。
昨夜遅く二人は暴動から帰宅したが、ジムの目は充血し、酒を飲んでいないにも
かかわらず、酔っぱらったような姿をしていた。息子は母親に「おっかあ、見たらよ
かったべえ。」と、声をかけたが、夫は息子の発言を制止し、ベッドに入った。今朝は、
夫は食後町に出かけた。リジーは一日中調子がすぐれなかった。寝ている娘ベッシ
ーの顔を見つめた。夫と息子は本当によく似ていた。彼女が16歳で、夫と結婚したが、
夫は荒荒しく、男はそんなもんだと思おうとした。一日中食欲が無かったのでロッキ
ング・チェアーに座っていたが、昨夜の光景が蘇ってきた。
... they got It down in the bush on the other side of the branch ... they took 
It into the woods ... at dark they tied It to a car and dragged It back to the 
town ... at the square they piled up a huge bonfire ...
... Jim had helped by briging crates from the store ...
... they had cut parts of It away ...
... Jim had something black in a handkerchief ...
... then they put what was left of It on the fire ... their house was quite a 
way from the square, but she had heard the shouting.  Every house around 
was emptied ... 30）
隣人がやってきて、今朝は何もかもが静かで、通りには「クロンボ」が誰も居ないと
いう。次に、黒人の女がやってきて、昨夜恐ろしくて鉄道の小屋に隠れていたこと、「黒
人を助けてください」と、懇願する。リジーはただ呆然と彼女を眺め、その懇願する
声が、どこか遠くから聞こえるような気がする。彼女の家は広場から離れていたが、
－ 16－ － 17－
黒人の叫び声が聞こえてきた。夫は町から帰ると、夕食を済ませ、疲れ、気難しそ
うにベッドに入った。リジーはベッシーの寝息を確かめると、この子が大きくなると、
どうなるんだろうかと思った。
ジムが朝起きると、傍に冷たくなっている二人の体を見つけた。彼は恐怖から「自
分は黒人の男、女、子供を殺した。」と大声で言ったが、この事件は殺人ではないと
断定し、彼女自身の手で実行されたことを説明した。
“She didn’t touch me, ner the boy. When they go mad like this, 
sometimes they wipes out all.”
Out in the yard Allie Sneed said to an awestruck group, “I know it was 
somethin’ wrong with her when she held back from seein’ the burnin’. A 
rare, uncommom sight, that, and she hid in her house missin’ it!” 31）
Itの使用とthatの使用により暴動での残酷な見えない光景─「黒人」の家を襲い、
「黒人」を殺害し、死体の一部を切り取り、焼く─を読者の想像力に委ねることに
より、より強烈に読者に伝わる。それに現実と昨日の出来事が意識の流れのフラッシ
ュ・バック手法で巧みに描き出されると共に、女主人公リジーの心の錯綜をも暗示し、
結末の自ら娘を殺害し、自殺するという伏線になっていて、巧みな処理がなされて
いる。人権問題、女性問題に積極的にかかわったカスバートの不正、暴力に対する
激しい怒りが、この短編に見事に盛り込まれている。
この論文で一応短編小説に関する、女性作家編が終わるが、Hurston，Larsen，
Grimke，Fauset，West，Bennetを第一グループとすると、Graham，Bonner，
Thompson，Owens，Ridley，Miller，Coleman，Gilbert，Cuthbertは、第二グルー
プに属すといえよう。ハーレム・ルネサンス以前まで、小説の分野に限定すれば、
Francis Ellen Watkins Harper（1825-1911）27）が、その先駆を切ったが、ルネサン
ス期になると、点が線となり、さらに作家群が重層的になっていることが理解できよ
う。この重層的流れが、1960年代70年代の女性作家の台頭の源流、あるいは基礎
となっていることは明らかである。
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